
（2）第339号全 国 港 湾（ ）平成7年8月18日
第三種郵便物認可2021年6月15日

教
宣
委
員
の
多
田
で
す
。
今

回
は
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」
と
い
う

作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

本
放
送
は
一
九
六
六
年
。
ま
だ

白
黒
放
送
で
す
。
当
時
の
視
聴

率
は
ほ
と
ん
ど
の
放
送
回
で
三

〇
％
超
え
の
大
人
気
番
組
で
し

た
。
関
連
グ
ッ
ズ
も
好
調
な
売

り
上
げ
で
、
怪
獣
の
ソ
フ
ト
ビ

ニ
ー
ル
人
形
は
代
表
的
な
ヒ
ッ

ト
商
品
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
が
今
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
放
送

で
4
Ｋ
リ
マ
ス
タ
ー
版
と
し
て

再
放
送
し
て
い
る
の
で
実
際
に

見
て
み
ま
し
た
。
全
二
十
八
話

構
成
な
の
で
す
が
、
私
の
一
番

好
き
な
話
は
十
一
話
「
バ
ル
ン

ガ
」
。
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま
ま
に

風
船
怪
獣
バ
ル
ン
ガ
と
い
う
怪

獣
が
メ
イ
ン
で
登
場
す
る
話
で

す
。
こ
の
バ
ル
ン
ガ
と
い
う
怪

獣
、
最
初
は
本
当
に
小
さ
い
怪

獣
な
の
で
す
。
胞
子
の
よ
う
な

状
態
か
ら
始
ま
り
、
手
の
平
サ

イ
ズ
、
自
動
車
サ
イ
ズ
…
と
段

々
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

当
然
大
き
く
な
る
た
め
に
は

こ
の
怪
獣
の
「
食
料
」
が
必
要

な
わ
け
で
す
が
、
こ
の
怪
獣
、

好
物
は
な
ん
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」。
自
動
車
の

ガ
ソ
リ
ン
、
家
の
電
気
だ
け
で

な
く
軍
隊
の
ミ
サ
イ
ル
や
、
果

て
に
は
大
型
台
風
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
さ
え
も
吸
収
し
際
限
な
く

大
き
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
ん
な
怪
獣
倒
し
よ
う
が
な

い
と
の
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

国
連
が
人
工
太
陽
を
打
ち
上
げ

て
エ
サ
を
ち
ら
つ
か
せ
る
こ
と

で
バ
ル
ン
ガ
を
地
球
か
ら
離
脱

さ
せ
ま
す
。
人
類
が
ほ
っ
と
一

息
を
つ
い
て
終
わ
る
…
の
で
す

が
、
宇
宙
に
は
も
っ
と
美
味
し

そ
う
な
「
エ
サ
」
が
あ
る
こ
と

に
気
付
く
バ
ル
ン
ガ
。

最
後
は
若
き
日
の
石
坂
浩
二

の
こ
ん
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
す
。

「
明
日
の
朝
、
晴
れ
て
い
た

ら
ま
ず
空
を
見
上
げ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
に
輝
い
て
い
る
の
は

太
陽
で
は
な
く
バ
ル
ン
ガ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

大
味
な
だ
け
で
は
な
く
時
折

ほ
ん
の
り
ホ
ラ
ー
も
混
じ
っ
た

Ｓ
Ｆ
特
撮
ド
ラ
マ
ウ
ル
ト
ラ

Ｑ
。
ご
興
味
あ
る
方
は
月
曜
日

の
二
十
三
時
十
五
分
に
な
っ
た

ら
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
に
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
あ
な
た
の
目
は
あ

な
た
の
体
を
離
れ
、
こ
の
不
思

議
な
時
間
の
中
に
入
っ
て
行
く

の
で
す
…
な
ん
て
ね
。

症
状
だ
け
で
は
判
断
し
に
く

い
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
症
状
は「
感
染
症
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
熱
中
症
は

「
環
境
障
害
」
で
あ
る
点
に
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人

と
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。
一
方
、
熱
中
症
は
気

温
や
湿
度
が
高
く
な
る
時
期
な

ど
、
一
定
の
環
境
下
で
起
こ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
夏
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
組
合
員
と
ご
家
族
の

皆
様
に
は
、
例
年
よ
り
も
い
っ

そ
う
熱
中
症
に
も
ご
注
意
い
た

だ
き
た
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
予
防
を
行
い
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
中
症

予
防
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

熱
中
症
予
防
強
化
月
間
が
七

月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
の

期
間
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

屋
外
で
人
と
充
分
な
距
離
（
二

メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
確
保
で
き

る
場
合
に
は
、
マ
ス
ク
を
外
し

ま
し
ょ
う
。

暑
さ
を
避
け
、
水
分
を
摂
る

な
ど
の
「
熱
中
症
予
防
」
と
、

マ
ス
ク
、
換
気
な
ど
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
」

を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

前
回
、
「
雇
用
と
職
域
」

に
つ
い
て
産
別
協
定
が
ど
う

整
理
し
て
い
る
か
を
読
み
込

ん
で
き
ま
し
た
。第
七
条「
職

域
・
業
域
及
び
就
労
」
か
ら

第
十
六
条
「
そ
の
他
の
雇
用

安
定
制
度
」
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。

政
府
は
二
〇
〇
二
年
に

「
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
構
想
」

を
打
ち
出
し
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
ふ
ま
え
た
協
定
が
、
次

に
紹
介
す
る
「
第
十
七
条
」

で
す
。

〜
第
三
章
・
第
十
七
条

ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾

ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
及
び

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
自

動
化
に
つ
い
て
は
、
第
十
二

章
第
五
十
八
条
第
十
一
項
の

確
認
に
よ
り
対
応
す
る
。

政
府
は
、
こ
の
「
構
想
」

を
さ
ら
に
進
め
、現
在
の「
国

際
戦
略
港
湾
構
想
」
と
し
て

見
直
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
の
「
港
湾
政
策
」
と

同
様
に
、
「
そ
こ
に
働
く
労

働
者
へ
の
視
点
」が
欠
如
し
、

「
大
資
本
の
利
便
性
の
担
保
」

が
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
中
枢
港
湾
構
想
の
中
身

は
、
前
号
㉑
を
見
て
く
だ
さ

い
（
国
際
戦
略
港
湾
構
想
は

下
記
㊟
参
照
）
。

こ
う
し
て
、
現
在
は
東
西

に
国
際
戦
略
港
湾
、
港
湾
運

営
会
社
が
設
立
・
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
政
策
構
想

と
軌
を
一
に
し
て
名
古
屋
港

で「
自
動
化
タ
ー
ミ
ナ
ル（
飛

島
）」計
画
が
打
ち
出
さ
れ
、

「
名
古
屋
港
Ｔ
Ｃ
Ｂ
に
係
る

中
央
労
使
確
認
」
を
二
〇
〇

八
年
に
締
結
し
ま
す
。
並
行

的
に
、
現
在
は
、
東
西
両
港

湾
運
営
会
社
へ
の
国
の
助
成

と
「
港
湾
物
流
の
拠
点
化
」

が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
着
目
す
べ
き
こ

と
は
、
飛
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

供
用
開
始
に
当
た
っ
て
「
名

古
屋
港
以
外
に
波
及
さ
せ
な

い
」
と
の
確
認
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
飛

島
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
運
用
さ
れ

て
い
る
テ
ナ
ー
の
遠
隔
操
作

に
次
い
で
、
十
九
年
に
政
府

が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
の
遠
隔
操
作
化
を

導
入
す
る
場
合
は
事
業
費
用

を
助
成
す
る
と
打
ち
出
し
、

大
問
題
に
な
り
ま
す
。
厳
し

い
た
た
か
い
と
交
渉
の
末

に
、
「
港
湾
に
お
け
る
Ｒ
Ｔ

Ｇ
の
遠
隔
操
作
化
に
関
す
る

確
認
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
（
概
略
）
を
紹
介

し
ま
す
。

〈
前
文
〉

…
Ｒ
Ｔ
Ｇ
の
遠

隔
操
作
が
港
湾
労
働
者
の
雇

用
と
職
域
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
得
る
こ
と
を
共
通
認

識
と
し
、
安
定
的
な
雇
用
環

境
の
維
持
を
目
的
と
し
て
…

締
結
す
る
。

〈
一
項
〉

…
港
湾
労
働
者

の
雇
用
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
。

〈
二
項
〉

…
作
業
基
準
協

定
に
お
け
る
Ｃ
Ｙ
内
で
の
現

業
労
働
者
の
定
数
を
基
本
に

…
定
数
を
履
行
す
る
。
…
定

数
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
…

Ｒ
Ｔ
Ｇ
以
外
の
業
務
に
…

（
港
湾
労
働
者
を
）
起
用
す

る
。
…
港
湾
全
域
を
視
野
に

…
雇
用
と
職
域
を
確
保
す

る
。
物
流
倉
庫
…
ゲ
ー
ト
や

コ
ン
テ
ナ
修
理
な
ど
の
港
湾

運
送
事
業
に
前
後
す
る
作
業

は
港
湾
労
働
者
の
職
域
と
し

て
確
立
す
る
。

〈
三
項
〉

…
詳
細
に
つ
い

て
は
…
当
該
作
業
導
入
予
定

者
及
び
地
区
港
運
協
会
の
責

任
に
お
い
て
…
雇
用
と
就
労

に
つ
い
て
対
応
方
針
を
決
定

し
確
認
書
を
締
結
す
る
。

〈
四
項
〉

…
上
記
二
項
…

に
必
要
な
港
湾
運
送
料
金
の

確
保
、
職
域
拡
大
を
図
る
た

め
の
法
的
措
置
を
具
体
化
す

べ
く
、
…
関
係
行
政
に
働
き

か
け
を
行
う
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠

隔
操
作
化
と
い
う
政
府
の
進

め
る「
合
理
化
」に
中
央
・
地

区
労
使
が「
雇
用
と
職
域
」を

確
保
す
る
措
置
を
講
じ
ま
し

た
。加
え
て
、事
業
の
助
成
申

請
の
際
に
は
、
組
合
と
の
協

議
内
容
（
協
定
）
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
構

想
」
以
来
、
政
府
は
荷
主
・

ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
、
国
際

競
争
力
強
化
を
名
分
と
し
て

様
々
な
シ
ワ
寄
せ
を
港
湾
に

押
し
付
け
て
き
ま
し
た
。
Ｒ

Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
化
は
、
港
運

専
業
事
業
者
に
と
っ
て
は
業

域
を
狭
く
し
て
し
ま
う
問
題

が
あ
り
、
港
運
労
使
が
政
府

に
「
雇
用
と
職
域
・
業
域
を

守
れ
」
と
追
及
す
る
「
産
別

労
使
の
力
」が
必
要
で
し
た
。

そ
の
事
に
よ
っ
て
行
政
を
も

動
か
し
て
締
結
し
た
確
認
書

で
も
あ
り
ま
す
。
「
効
率
化

・
国
際
競
争
力
強
化
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
本
質
は
港

湾
「
合
理
化
」
で
あ
り
、
こ

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
産

別
協
定
、
産
別
運
動
の
重
要

性
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

㊟
国
際
戦
略
港
湾
構
想
＝
二

〇
一
〇
年
に
港
湾
法
と
特
定

外
貿
ふ
頭
の
管
理
運
営
に
関

す
る
法
律
を
改
正
し
、
日
本
の

港
湾
の
国
際
競
争
力
の
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来

の
特
定
港
湾
を
廃
止
し
、
新
た

に
港
の
ラ
ン
ク
と
し
て
最
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
も
の

で
、
そ
れ
以
外
の
特
定
重
要
港

湾
は
国
際
拠
点
港
湾
に
改
め

ら
れ
た
。
水
深
十
六
〜
十
八
ｍ

の
大
水
深
バ
ー
ス
を
整
備
し
、

港
湾
荷
役
の
効
率
化
（
二
十
四

時
間
稼
働
）
と
あ
わ
せ
、
そ
れ

を
拠
点
に
内
航
フ
ィ
ー
ダ
ー

網
を
構
築
し
て
競
争
力
あ
る

港
湾
を
目
指
す
政
策
。
指
定
さ

れ
た
港
湾
は
、
京
浜
（
東
京
・

横
浜
・
川
崎
）
、
阪
神
（
大
阪

・
神
戸
）
で
、
港
湾
整
備
費
の

負
担
軽
減
、
港
湾
運
営
は
「
運

営
会
社
制
度
」
導
入
で
、
無
利

子
貸
し
付
け
も
施
さ
れ
る
。

暑い夏、熱中症に注意！暑い夏、熱中症に注意！
（新型コロナと熱中症）（新型コロナと熱中症）

～港湾「合理化」に抗して～～港湾「合理化」に抗して～
港湾産別協定○港湾産別協定○２２２２

リ
レ
ー
随
筆

リ
レ
ー
随
筆

不
朽
の
名
作「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」

不
朽
の
名
作「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」


